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第6回新たな木材利用事例発表会 
筑波大学 安梅勅江 

木育と木材利用のエンパワメント効果 
生涯発達における科学的根拠 

本日お話させていただくこと 

エンパワメントとは 1 

根拠に基づく情報提供 2 

 実践知と科学知の協働 4 

木育/木材によるエンパワメント展開 5 

エンパワメントとしての木育/木材活用 3 

エンパワメント（湧活） 

 人びとに夢や希望を与え、
勇気づけ、人が本来持っ
ているすばらしい、生き
る力を湧き出させること 

  

コホート研究とは 

語源はローマ時代の軍隊の一団 

前へ前へと進むその姿から、 

 時間軸に沿って対象を追跡すること
。 

 

コホート研究の意義 

   

行動要因 

環境要因 

遺伝要因 

      時間要因    

結果(発達等) 
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保育における「木育」 

 木に触れ親しむことを通じて 

 豊かな心を育み 

 豊かな子育てを実現する。 

木育効果の評価 
保育園での｢木育｣効果の経年変化を 

科学的な根拠を用いて評価。 

＜対象＞ 

M市保育園児と保護者168組を3年間追跡。 

＜評価方法＞ 

1．かかわり指標 

2．描画 

3．発達等 

 

    かかわり指標の活用   

  子ども側               養育者側 
 1.主体性            1.主体性発達への配慮 
 2.応答性         2.応答性発達への配慮 
 3.共感性         3.共感性発達への配慮 
 4.感情制御      ４.社会情緒発達への配慮 
 5.運動制御    相互作用   ５.認知発達への配慮  
 
＜かかわり指標の特徴＞ 
1.国際比較可能な領域別に数値評価（10領域） 
2.汎用性(日常場面、短時間、訓練容易） 
3.妥当性・信頼性明示 
4.子ども側面、養育者側面、相互作用を独立評価 
5. 0～8歳適用可能 
6.社会活用容易（気になる子どもの早期発見､支援等）     

子ども側 

相互
作用 

養育者側 

水の積み木づくり 

  

光の積み木づくり 

  

植物採集・お店やさんごっこ 
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まつりの鈴づくり 

  

親子のかかわりの変化 

        項目      平均値    p 

応答性発達配慮         6.6 * 

        8.0 

共感性発達配慮         6.8 * 

        7.7 

社会情緒的発達         7.9 * 

 への配慮         8.6 

      項目   平均値  p 

共感性        3.5 *** 

       4.6 

運動制御        3.8 ** 

       4.7 

感情制御        4.2 * 

       4.8 

１）子どもの社会性比較（1回目と6回目） 
   

２）養育者のかかわり比較（1回目と6回目） 
 

N=137  *: p＜0.05 **: p<0.01 ***: p<0.001 

         項目      平均値   p 

親子間の調和        3.4 ** 

       4.1 

３）親子間の調和のとれた関係性 
 

実施前        実施後 実施前       実施後 

実施前         実施後 描画にみられる変化 

項目      中央値 p 

色数        4.0 ** 

       5.0 

面積     340.5 *** 

    459.0 

項目     中央値 p 

色数        4.0 * 

       4.5 

アイテム        1.0 ** 

       4.0 

面積     389.8 *** 

    458.0 

１）子どもの描画比較（1回目と6回目） 
 

２）養育者の描画比較（1回目と6回目） 
 

*: p＜0.05 **: p<0.01 ***: p<0.001 
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子ども 養育者 
 コントロール群との比較（子ども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全プログラム参加児の描画は使用している色数が多く、 

木の実、花や草等のアイテム数が増加している 

      項目          対象      中央値 p 

色数 コントロール群        3.0 * 

全回参加群        4.5 

アイテム コントロール群        1.0 ** 

全回参加群        4.0 

 

*: p＜0.05 **: p<0.01  

コントロール群 全回参加群 

木製品導入による高齢者への効果評価 

   導入前                    導入後 

木製品導入後の変化 N=44 

木製食器の導入      導入直後の比較 
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     導入１か月後の比較    描画の変化(88歳男性) 

       導入前                  導入後 

エンパワメントの種類 

１.自分エンパワメント 

２.仲間エンパワメント  

３.組織エンパワメント 

  

  
自分 

エンパワメント 

仲間 

エンパワメント 

組織・地域 

エンパワメント 

エンパワメント相乗モデル 

実践知創発:実践と研究の連動 
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実践知創発WEB活用支援＆研究システム 

業務の合間に簡単入力 
瞬時にフイードバック 

携帯電話から 
子どもの情報にアクセス 

連結可能・匿名化された 
園児情報の継続的な集積 

32 

• eラーニング（学習） 
• ソーシャルネットワーク 
  サービス（情報交換） 
WEBマネジメントの可能性 

子育て専門職の教育 

    

根拠に基づく実践を拓く 
誰もが主人公 新しい共生のかたち 

 木育と木材活用のさらなる展開 
1.木を楽しむ多世代交流仲間づくり 
2.子育て専門職の教育 
3.実践知と科学知をつなぐ 
 仕掛けづくり 

 
人々が持つ力を最大限に 
発揮し共感する 
エンパワメント技術を活用 
      


